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村上市総合計画審議会 議事録 

会議名 第 10 回 村上市総合計画審議会 

年月日 平成 28年 8 月 9日(火) 14:00～16:45 

会 場 村上市役所４階大会議室 

出席者  

【委員】 

 荒川地区地域審議会        会長      会田 健次 

 村上市観光協会          会長      浅野 謙一 

 一般公募                     板垣 真 (欠席) 

 神林地区地域審議会        会長      大嶋 芳美 

 朝日地区地域審議会        副会長     大滝 重秋 

 村上商工会議所          副会頭     大滝 愼一 

 一般社団法人村上市建設業協会   会長      加藤 幹司 

 特定非営利活動法人おたすけさんぽく 理事長     加藤 英人 

 新潟県村上地域振興局       局長      小泉 良彦 

 一般公募                     佐久間 成一(欠席) 

 一般社団法人村上市岩船郡医師会  会長      佐々木 誠司(欠席) 

 社会福祉法人村上市社会福祉協議会 会長      佐藤 芳男 

 山北地区地域審議会        会長      富樫 保晴 

 村上公共職業安定所        所長      長柄 肇 (欠席) 

 村上市金融団                   畑山 政浩(欠席) 

 村上市岩船郡ＰＴＡ協議会     理事      八藤後 瑞枝 

 村上地区地域審議会        会長      山口 治雄 

 学校法人北都健勝学園新潟ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ大学 学長      山村 千絵 

 村上地域水産業再生委員会     会長      脇坂 三重城 

 一般公募                     渡辺 ひろみ 

 ＮＰＯ法人希楽々    理事長・ｾﾞﾈﾗﾙﾏﾈｰｼﾞｬｰ   渡辺 優子 

 

【事務局】 

 村上市 政策推進課        課長      渡辺 正信 

 村上市 政策推進課        参事      木村 祐二 

 村上市 政策推進課 企画政策室  課長補佐    東海林 豊 

 村上市 政策推進課 企画政策室  副参事     田中 和仁 

 村上市 政策推進課 企画政策室  係長      田村 政和 

 村上市 政策推進課 企画政策室  主査      大矢 透 

 村上市 政策推進課 企画政策室  主査      酒井 智律 

 村上市 政策推進課 企画政策室  主任      石平 悠佳 

 

【コンサルタント事業者】 

 エヌシーイー株式会社 都市環境部         小見 直樹 

 エヌシーイー株式会社 都市環境部         土橋 佳代 

 エヌシーイー株式会社 都市環境部         金子 泰徳 

   

 

[進行] 

事務局 

 

佐藤副会長 

 

１．開会 

 

２．挨拶 

 〈副会長あいさつ〉 
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佐藤副会長 

 

 

 

 

会田委員 

[説明]事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤会長 

 

 

 

会田委員 

[説明]事務局  

 

 

 

 

 

 

 

佐藤会長 

渡辺（優）副会長 

 

 

 

[説明]事務局  

 

加藤（英）委員 

 

 

 

 

 

[説明]事務局  

 

 

 

 

 

３．議事 

（１）会長の選出 

ご承知のとおり、前回忠会長が辞任され、本日の審議会で会長の選出をする

ことになっています。村上市総合計画審議会条例第５条の規定により、委員の

中から互選により選出することとなっておりますので、会長の選出について意

見があればお願いします。 

 

事務局案があればお願いします。 

事務局案といたしましては、佐藤副会長を会長に選出したいと考えておりま

す。理由といたしましては、現在、総合計画審議会の開催回数が残り少ないと

いうことで、終盤のまとめの段階に入っております。今まで審議会のまとめ役

という立場で前会長を補佐してきたことから、佐藤副会長を会長に選出するこ

とが審議会としても自然な流れであると思いますので、事務局案として提案す

るものであります。 

～委員から、異議なしの声～ 

～佐藤副会長が会長に就任～ 

 

私が副会長だったということで、会長に就任いたしますと副会長の席が空く

わけでございますが、副会長の選出も行いたいと思いますがよろしいでしょう

か。副会長の選出について意見があればお願いします。 

 

事務局案があればお願いします。 

副会長の選出につきましては、渡辺優子委員を選出したいと考えております。

理由といたしましては、男女共同参画という意味から、女性委員を副会長に選

出したいと考えております。今までの審議会での発言等から、非常に積極的な

方であり、また、現在総合型地域スポーツクラブ希楽々の理事長、ゼネラルマ

ネージャーとして地域や市民に密着したかたちで活躍されている点などを考慮

しまして、副会長に選出するものであります。 

～委員から、異議なしの声～ 

～渡辺優子委員が副会長に就任～ 

 〈会長・副会長あいさつ〉 

 

 

（２）第２次総合計画の基本構想（素案）について（資料１） 

 

（事務局が資料１を説明） 

 

まちづくりの基本目標のそれぞれの項目の頭に番号が入っていないのは何か

意味があるのでしょうか。もう一点、５ページのひとりひとりが活躍する～と

いうところ、下のところに社会づくりとありますよね。全体を見ていくとまち

づくり、地域づくり、社会づくりと３種類出てくるのですが、それぞれ意味を

持つのですか。 

 

本当はそれぞれに番号を入れればわかりやすかったのですけど、番号をつけ

ると順序がつけられたようだということで、何度も論議になりました。そのた

め、あえて番号をつけませんでした。もし、番号を付けた方がわかりやすいと

いうことであれば番号をつけさせていただきたいと思います。ちなみに、資料

２のところでは論議がしやすいようにということで、どうしても見出しをつけ
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山口委員 

 

 

 

 

[説明]事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山口委員 

 

 

 

 

 

[説明]事務局 

 

 

 

 

 

 

 

なくてはいけないため１番から６番までの番号をつけています。 

社会づくりというのは大きな視点で考えております。当初は社会づくりとい

う言葉は他にもあったのですけど、委員会の方で地域づくりに修正された部分

もございます。地域づくりというのは主に小さな視点、身近な地域というもの

を考えておりますし、社会づくりというのはより大きな視点でとらえておりま

す。まちづくりというのはさらに大きな意味を持たせるつもりであったのです

が、その辺を混同してしまうとなかなか難しい部分でありますので、もし文面

を分けて考えるべきだということであれば、そのあたりも併せて修正を入れる

べきかと思っています。地域づくりにつきましては、市役所内の策定委員会の

中で学校教育課長から、教育委員会の方で人材の育成については地域づくりで

まとめているので伝統と文化を育む、すこやかな郷育のまちづくりというとこ

ろを地域づくりとしてほしいとの意見があり、そのように表現させていただき

ました。 

 

新しい仕組みづくりを盛り込んでいくのが大切なこととはわかっているので

すが、今ある第一次総合計画の機能をうまく働かせていくというような内容が

この素案の中に入っていないのではないでしょうか。それも重点戦略の中に盛

り込んでいくべきと感じました。 

 

重点戦略というところで、定住の里づくりというものが第一次総合計画には

ございました。前回の審議会でも定住の里づくりのあたりは質疑が出たところ

ですけども、第一次総合計画のところはもっと重層的な、どちらかというと重

いかたちのつくりをしておりました。特に定住の里の記載のところも、第一次

総合計画はどちらが基本計画なのかわからないような非常に重い計画になって

おりましたので、反面シンプルにしたいということで、今回は重点戦略の部分

についてはわかりやすく、人口減少に対処する部分というふうにまとめたとこ

ろであります。決して第一次総合計画を疎かにしたというわけではなくて、つ

くり方についても今回の第二次総合計画に十分反映しているつもりでありま

す。 

ただ、重点戦略という形よりも、逆に基本計画の方に詰め込んでいくかたち

にしたいと考えておりますし、これを市民の方が見たときにわかり易くシンプ

ルにしたいというのが一番の考え方にありました。もしかすると山口委員には

物足りなさが感じられたのかなと思いますが、第一次総合計画を引き継いでい

ると考えていただければありがたいと思います。 

 

一般市民には第一次総合計画が庁内でうまく参照されてそれをもとに市役所

の人たちが取り組んでいるのかというところが見受けられないという不安があ

ったので、それを盛り込んで機能的にしていくということを市民に明確にアピ

ールした方がいいのではと思いました。重点戦略に入れるだけではなくて、入

れる場所はどこでもいいのですが、その辺の表現はできないかという相談です。 

 

資料５の中でもお示ししましたように、市民の皆様にわかりやすい部分とい

うのは実施計画という、何々事業でこういうことをします、予算はこれ位つき

ますというものだと思います。ただ、実施計画というのは確実に何年にします

というものではなく、どうしても予算や財政の関係で先送りしている場合もあ

ります。ですので、あまり正直なところを皆さんに示してしまうとどうしても

やらなくてはいけなくなってしまうという切ない部分もございます。その部分

は本当であれば市民の皆さんが一番見たいところであろうし、示したいのです

が、審議会の皆さんには基本計画までで、そこから先は庁内でつくらせていた
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浅野委員 

 

 

 

 

 

 

 

[説明]事務局 

 

 

 

 

 

 

 

浅野委員 

 

 

 

 

小泉委員 

 

 

 

[説明]事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

だくというつくり方になります。第一次総合計画については重点戦略の定住の

里づくりで、第二次総合計画につきましてはどうしても地方創生という中で人

口減少というものを一番目に表に出さなくてはいけないというのはどの自治体

でも同じだと思います。定住の里づくりの今までやってきた中身というのはい

ろいろなプロジェクトがありますが、それについては今回の総合戦略の中にも

盛り込まれておりますので、それは反映されていると思います。しかしながら、

その時々によってやることの内容が違ってくると思うのですが、つくりこみと

しては同じようなものが引き継いでいくと考えておりますので、わかりにくい

部分もあるのが総合計画の切ないところなのかなというところで大変申し訳な

いですが説明とさせていただきます。 

 

第一次総合計画で土地利用構想が第５章にあります。今回もあるのですが、

表現を変えてまとめられています。第一次のところでかなりきれいにまとめら

れていたところに、今回のゾーンわけも基本的に同じだと思いますが名称が微

妙に違っていますし、笹川流れや瀬波温泉が出ていたところが今回の土地利用

構想ではほとんどコメントがないなど、このあたりの関連性は継承されている

前提の中で発展形としてこうしたという理解でいいのかという確認をさせてく

ださい。 

 

庁内の策定委員会でも同じような質問がありまして、十分考慮したうえであ

えてこの形で出させていただいています。決して前回のものを疎かにしたとい

うことではなく、高速道路というのが大きく土地の在り方を変えていくファク

ターとなっていく部分でありますので、それを使うことや、市民の方に利用し

やすく、また、他のところから呼び込むツールになり得るものですので、土地

の在り方自体が変わってしまう可能性があるので十分考えてほしいということ

を大きなまとめとしました。 

 

今後もこの意見は出ると思います。観光だけでなくすべての産業に関わるも

のなので、第一次総合計画が活かされているという認識を持たせることと、そ

のあたりの継続性がわかりやすいように丁寧な説明が必要ではないでしょう

か。 

 

土地利用構想で３つのエリア分けをしていますが、このゾーンの中で特に重

点的にやっていくというものがあってもいいと思います。各ゾーニングにおけ

る目標、計画はないのですか？ 

 

基本的には 11 ページの表のとおりでございます。個別的な詳細な部分につき

ましては、来年以降に国土利用計画というものを定めるつもりでおりますので、

その中で具体的なやり取りを進めていこうと考えております。ここであまり詳

しく書きすぎるとそこの詳細な部分に関わってしまいますので、土地利用の在

り方についてはあまり深く書かないつもりで書かせていただきました。地域の

生活みたいなところも重きを置いたところであります。その土地をどのように

というのは十分考えなくてはいけないところでありますが、例えば村上と山間

地域はどういうふうになるんだろうと一般の方は思うところでございますの

で、より広がりを持って今後の計画につながるようなかたちを書いてございま

す。ただ、もっと具体的なというお話もあったのですがここではそこまで書か

ないつもりで今回はまとめることとしました。総合計画の土地利用につきまし

ては一次の時もそうなのですが、大きなかたちでのゾーンの捉え方でやってお

ります。市の計画の中には都市計画マスタープランがあり、そこにはかなり詳
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佐藤会長 

 

 

 

 

[説明]事務局  

 

 

[説明]事務局  

 

 

 

 

 

 

渡辺副会長 

 

しい内容で当然のように土地利用の具体的なものが載っておりますし、道路の

ことも載っております。また、農業振興地域整備計画についても、農業をどう

やっていくという部分での土地利用が載っております。国土利用計画、マスタ

ープラン、農振の計画などにおいて、具体的な村上市としての土地の使い方の

計画を載せています。今回は厚い総合計画ではなく、写真だったり絵だったり

を増やして厚さを減らして見やすくしたいということで、土地利用構想につき

ましては縮めました。その関係で最初の位置づけの下のところで第二次におい

ては自然環境の保全と都市環境の調和に配慮し、基礎となる考え方や方向性を

示しています、という程度に謳っておりまして、土地利用に関する具体的な方

針については、国土利用計画を中心とした各種個別計画において定めることと

しますとしています。この各種個別計画の中に都市計画マスタープランだった

り、農振の整備計画というふうなものがあるということでご理解願いたいと思

います。 

 

表現についてはいろいろな表現があろうかと思いますが、基本的にはこの素

案でいかがかと思うのですが、皆さんの発言をもとにまた新しく作り直すので

はなく、この素案に決したいと思うのですがいかがでしょうか。 

～委員から、異議なしの声～ 

 

（３）第２次総合計画の基本構想（素案）について［予備提起］（資料２～６） 

（事務局が資料を説明、部会に分かれて議論） 

 

４．次回審議会について 

次回は 8月 30 日（火）14：00～ 

 

５．その他 

※特になし。 

 

６．閉会 

 〈副会長あいさつ〉 

 

以上 

 


